
 

 

３  施策の体系 

 

基本理念  基本目標  基本的施策 

     

一
人
ひ
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り
の
学
び
が
地
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の
絆
と
未
来
を
創
り
出
す
ま
ち
づ
く
り 

 

基本目標Ⅰ 

 

学びにつながる 

きっかけづくり 

 
（１）生涯学習に関する情報提供の充実 

   

  （２）学習活動の多様なきっかけの提供 

   

  
（３）誰もが参加しやすい学習機会の提供  

≪新規追加≫ 

    

 

基本目標Ⅱ 

 

多様なニーズに応じた 

学ぶ機会の充実 

 （１）ライフステージに応じた学習機会の充実 

   

  （２）生涯スポーツの推進 

   

  （３）文化芸術の振興 

   

  
（４）自主的な学習活動への支援   

≪基本目標Ⅳからの組み換え≫ 

    

 

基本目標Ⅲ 

 

学んだ成果を生かした 

まちづくり 

 
（１）社会的課題に対応した学習機会の充実   

≪基本目標Ⅱからの組み換え≫ 

   

  （２）地域の担い手となる人材の発掘及び育成 

   

  （３）学習成果を生かしたまちづくりの推進 

    

 基本目標Ⅳ 

 

学びを豊かにする 

環境づくり 

 （１）身近な生涯学習関連施設の充実 

   

  （２）関係機関とのネットワークの構築 
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取組の方向 

 

①多様な媒体を活用した情報の提供         ②生涯学習の魅力や活動情報の発信★ 

 
③興味関心から実践へとつながる講座の実施★   ④活動に関する相談窓口機能の充実    

⑤市民ニーズの的確な把握 

 
⑥生活様式に応じた多様な学習スタイルの提供★   

⑦障がい者、外国人などの生涯学習活動への支援★ 

 
⑧乳幼児期における学習機会の充実        ⑨青少年期における学習機会の充実 

⑩成人期における学習機会の充実          ⑪高齢期における学習機会の充実 

⑫リカレント教育の推進★ 

 

⑬コミュニティスポーツの推進              ⑭スポーツに関する学習機会の充実 

 
⑮文化芸術の鑑賞機会の提供           ⑯文化芸術に関する学習機会の充実 

⑰特色ある文化の推進                ⑱郷土文化の継承、文化財保護意識の啓発 

 

⑲図書館、図書室の充実              ⑳生涯学習活動団体への支援  

 
㉑健康に関する学習機会の充実          ㉒環境に関する学習機会の充実   

㉓防災・防犯に関する学習機会の充実      ㉔情報化、国際化に関する学習機会の充実 

㉕男女共同参画に関する学習機会の充実     

 

㉖指導者となりうる人材の育成、活用       ㉗ボランティアの育成 

 
㉘学びの成果を発表する機会の提供       ㉙市民自らが企画した講座の開催 

㉚住民主体による地域課題解決に向けた学習の支援 

 
㉛市民が利用しやすい、利用したくなる施設運営☆     ㉜施設の有効活用              

㉝施設の適切な維持管理 

 

㉞地域の大学や事業者との連携           ㉟近隣自治体との連携 

 

【重点施策】：下線   新規：★   拡充：☆      


